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に比べて、平均ユーザスループットを約 1.2 倍に、セル端ユーザスループットを約 2.2 倍に向上できることを確
認するとともに、ベースバンドプーリングの効果として、平均ユーザスループットを一定にした場合に約 25%、
セル端ユーザスループットを一定にした場合に約60%のベースバンドリソースを削減する効果を確認している。 
 第５章は本論文の結論である。以上のように、本論文では、第５世代移動通信を始めとする広帯域移動通信の
実現に向けて、スループットを指標とした無線パラメータの最適制御を可能にする「KKT 条件を用いたスルー
プット計算手法」を提案し、セル間干渉制御技術への適用例を示すことで、その有効性を明らかにしている。 
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